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令和３年度　第14回全体庁議（11月２日開催）

（２）十勝圏複合事務組合における新中間処理施設の整備検討状況
　　　の報告について［都市環境部］

審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　十勝圏複合事務組合が進める新中間処理施設の整備に向けた検討状況に関し、十勝管内全市町村で構成する施設整備検
討会議において地質調査結果が示されたことから、11月19日開催の建設委員会に報告するもの。

・同内容で、11月19日建設委員会へ報告することで了承された。

・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

○調査目的
　新中間処理施設建設地において地盤調査を行い、今後の施設設計及び施工に必要な地質資料を得るもの。

○調査内容
　ボーリング調査、標準貫入試験、土質試験

○調査結果
　（１）建設地の地質は、渋山層と呼ばれる基層の上に、十勝川の氾濫原堆積物が積み重なった構成になっていること、
　　　また、表層部は砂層が敷地全体に分布していることなどが確認された。
　（２）地盤支持力については、渋山層は、プラント等の大規模な構造物の支持層条件を満たしている。
　（３）土質については、採掘した土砂を盛土や敷地造成で利用することが可能である。

○事業スケジュール
　令和４年度までに施設整備基本計画の策定などを行い、その後事業者の選定、実施設計及び建設工事が行われる予定。


